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§
§
§
§
§
§
§
§
§
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§
§
§
 

 
 
 
 

お 
知 
ら 

せ 

 
 
 
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

 

夏
休
み
も
半
分
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

三
週
間
近
く
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
今
一
度
ね
じ
を
巻
き
な
お

し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
よ
！ 

☆
特
別
個
人
指
導
期
間
（
中
学
生
〜
高
一
・
二
） 

 

期
間 

八
月
十
六
日
（
火
）
〜
十
九
日
（
金
）
及
び 

 
 
 
 

八
月
二
十
一
日
（
日
）
〜
二
十
四
日
（
水
） 

 

講
師
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た
諸
君
を
個
別
に
指
導
す
る
特
別

の
時
間
帯
で
す
。
講
習
欠
席
分
・
理
解
不
十
分
な
分
野
の

補
習
を
行
い
ま
す
。
呼
び
出
さ
れ
た
場
合
は
必
ず
出
席
し

て
下
さ
い
。
ま
た
苦
手
分
野
の
克
服
か
ら
発
展
演
習
ま

で
、
各
自
の
学
力
に
応
じ
て
、
担
当
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス

も
お
こ
な
い
ま
す
（
利
用
に
際
し
て
は
予
約
が
必
要
で

す
）
。
時
間
・
教
室
等
の
詳
細
は
、
各
教
室
で
配
布
の
一

覧
表
又
は
掲
示
を
参
照
し
て
下
さ
い
。 

☆
前
期
終
了
試
験 

 

 

中
学
生
、
高
校
一
・
二
年
生 

八
月
二
十
五
日
（
木
） 

 

高
三
生 

八
月
二
十
六
日
（
金
） 

 

※
高
三
生
で
受
講
科
目
の
多
い
諸
君
は
一
部
二
十
五
日

に
も
実
施
し
ま
す
。 

 

・
同
封
の
受
験
票
に
従
っ
て
、
出
席
し
て
下
さ
い
。 

・
前
期
終
了
試
験
は
、
講
習
不
受
講
の
諸
君
も
含
め
全
員
受

験
と
な
り
ま
す
。 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

 
 

第
Ⅲ
期(

九
〜
十
一
月)

の
予
定 

 
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

中
学
生
ク
ラ
ス 

 

八
月
二
十
五
日(

木)

…
…
…
…
…
…
… 

前
期
終
了
試
験 

 

八
月
二
十
六
日(

金)

〜
八
月
三
十
日(

火)

…
休
講 

 

八
月
三
十
一
日(

水)

…
…
…
…
…
…
… 

後
期
開
講 

 

九
月
四
日(

日)

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

第
一
回
中
三
テ
ス
ト
演
習 

 

九
月
十
八
日(

日)

…
…
…
…
…
…
… 

第
二
回
中
三
テ
ス
ト
演
習 

 
十
月
十
六
日(

日)

…
…
…
…
…
…
… 

第
三
回
中
三
テ
ス
ト
演
習 

 

十
月
二
十
三
日(

日)

…
…
…
…
…
… 

第
Ⅲ
期
総
合
試
験(

除
中
三)

 

 

十
月
二
十
五
日(

火)

〜
十
一
月
一
日(

火)

…
休
講
・
面
談 

 

十
月
三
十
日(

日)
…
…
…
…
…
…
…
… 

第
四
回
中
三
テ
ス
ト
演
習 

 

十
一
月
二
十
七
日(

日)
…
…
…
…
…
… 

第
五
回
中
三
テ
ス
ト
演
習 

高
校
生
ク
ラ
ス 

 

八
月
二
十
五
日(

木)

…
…
…
…
…
…
… 
高
一
・
二
前
期
終
了
試
験 

 

八
月
二
十
六
日(

金)

〜
八
月
三
十
日(

火)

…
高
一
・
二
休
講 

 

八
月
二
十
六
日(

金)

…
…
…
…
…
…
… 

高
三
前
期
終
了
試
験 

 

八
月
二
十
七
日(

土)

〜
八
月
三
十
日(

火)

…
高
三
休
講 

 

八
月
三
十
一
日(

水)

…
…
…
…
…
…
… 

後
期
開
講 

 

十
月
二
十
三
日(

日)

…
…
…
…
…
… 

第
Ⅲ
期
総
合
試
験(

除
高
三)
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§
§
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§
§
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§
§
§
 

 
 
 
 

総
合
試
験
週
間
の
お
知
ら
せ(

除
中
三
・
高
三) 

 
 
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

第
Ⅲ
期
総
合
試
験
【
中
学
一
・
二
年
生
・
高
校
一
・
二
年
生
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
二
十
三
日(

日)
 

☆
試
験
科
目 

中
学
生
＝
三
科
目 

 
 

高
校
生
＝
受
講
科
目
（
社
会
科
を
除
く
） 

☆
試
験
範
囲 

既
習
全
範
囲 

 

★
万
一
、
や
む
を
得
ぬ
事
情
で
欠
席
す
る
場
合
は
、
事
前
に
欠
席
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。 

★
届
け
出
の
用
紙
は
事
務
で
お
渡
し
し
ま
す
。 

★
欠
席
届
に
は
、
欠
席
理
由
を
明
記
の
上
、
保
護
者
の
方
の
署
名
と
捺

印
が
必
要
で
す
。 

★
欠
席
届
は
試
験
前
日
ま
で
に
事
務
へ
提
出
願
い
ま
す
。 

★
届
け
出
時
に
、
事
務
か
ら
後
日
受
験
の
日
時
を
指
示
し
ま
す(

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
る
成
績
処
理
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
全
員
の
成
績
を
登

録
す
る
た
め
、
必
ず
受
験
し
て
下
さ
い)

。 

★
当
日
、
急
遽
欠
席
す
る
場
合
に
は
、
当
日
中
に
電
話
連
絡
の
上
、
事

務
の
指
示
を
受
け
て
下
さ
い
。 

★
な
お
、
こ
の
場
合
も
、
前
記
同
様
の
欠
席
届
を
後
日
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

中
３
テ
ス
ト
演
習
…
… 

２
面 

面
談
・
外
部
模
試
…
…
… 

２
面 

 

私
立
高
校
入
試
…
…
… 

３
面 

「
教
科
書
の
中
の
宗
教
」
… 

４
面 

 

高
校
見
学
案
内
一
覧
… 

５
面 

大
学
入
試
模
試
情
報
…
… 

６
面 

 

セ
ン
タ
ー
利
用
の
私
大
… 

７
面 
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中
三
テ
ス
ト
演
習
の
お
知
ら
せ 

 
 
 
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

左
記
の
通
り
、
九
月
よ
り
二
月
に
か
け
て
、
各
日
曜
日
に
合

計
八
回
に
わ
た
り
、
中
三
生
全
員
を
対
象
に
、
テ
ス
ト
演
習
及

び
補
講
等
を
実
施
し
ま
す
。
第
一
回
と
第
二
回
は
全
ク
ラ
ス
共

通
試
験
、
第
三
回
〜
第
五
回
は
Ａ
・
Ｂ
の
レ
ベ
ル
別
に
二
タ
イ
プ

に
分
け
た
試
験
、
第
六
〜
八
回
は
弱
点
科
目
・
分
野
の
個
別
指

導
お
よ
び
補
講
、
作
文
・
面
接
練
習
等
を
実
施
し
ま
す
。 

第
三
回
か
ら
第
五
回
の
Ａ
・
Ｂ
の
タ
イ
プ
分
け
は
、
志
望
校
、

テ
ス
ト
演
習
第
一
回
、
二
回
の
結
果
、
在
籍
ク
ラ
ス
を
考
慮
の

上
決
定
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

ま
た
、
中
三
理
社
ク
ラ
ス
を
受
講
し
て
い
る
諸
君
は
五
教
科

受
験
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
君
で
五
教
科
受
験
を
希

望
す
る
場
合
は
、
事
務
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。 

な
お
、
受
講
料
は
第
Ⅲ
期
・
第
Ⅳ
期
分
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
程 

第
一
回
＝
九
月
四
日
、 

 

第
二
回
＝
九
月
十
八
日
、 

 

第
三
回
＝
十
月
十
六
日
、 

 

第
四
回
＝
十
月
三
十
日
、 

 

第
五
回
＝
十
一
月
二
十
七
日
、 

 

第
六
回
＝
一
月
十
五
日
、 

 

第
七
回
＝
一
月
二
十
二
日
、 

 

第
八
回
＝
二
月
五
日
、
の
い
ず
れ
も
日
曜
日 

 

時
間 

三
科
＝
午
前
九
時
三
十
分
〜
十
二
時
二
十
分 

 

理
社
＝
午
後
一
時
〜
二
時
五
十
分 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
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§
§
§
 

 
 
 

中
学
生
保
護
者
面
談
の
お
知
ら
せ 

 
 
 §
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

 

左
記
の
通
り
、
中
学
生
の
保
護
者
面
談
を
実
施
し
ま
す
。
詳

細
に
関
し
て
は
、
後
日
お
送
り
す
る
面
談
申
込
書
を
ご
覧
下
さ

い
。 

 

日
程 

十
月
二
十
六
日(

水)

〜
十
一
月
一
日(

火)

の
休
講
期
間 

 

時
間 

午
後
一
時
〜
九
時 

 

な
お
、
個
別
の
面
談
は
、
担
当
に
直
接
お
電
話
い
た
だ
け
れ

ば
、
右
記
以
外
に
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

 
 
 

中
三
外
部
模
擬
試
験
の
お
知
ら
せ 

 
 
 
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

 
業
者
が
実
施
す
る
模
擬
試
験
を
、
塾
内
で
申
し
込
み
で
き
ま

す
。
特
に
以
下
の
日
程
の
受
験
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
申
込

方
法
等
の
詳
細
は
、
同
封
の
九
月
会
場
テ
ス
ト
案
内
を
ご
覧
下

さ
い
。 

 

進
研
Ｖ
も
ぎ
日
程
（
一
般
受
験
向
き
） 

 
 

 
 

九
月
十
一
日
（
日
） 

 
 

 
 

十
月
九
日
（
日
）
、
二
十
三
日
（
日
） 

 
 

 
 

十
一
月
六
日
（
日
）
、
十
三
日
（
日
） 

 
 

 
 

十
二
月
四
日
（
日
）
、
十
一
日
（
日
）
、
十
八
日
（
日
） 

 

駿
台
模
試
日
程
（
難
関
高
校
受
験
向
き
） 

 
 

 
 

九
月
二
十
三
日
（
祝
） 

 
 

 
 

十
月
二
十
三
日
（
日
） 

 
 

 
 

十
一
月
二
十
三
日
（
祝
） 

 
 

 
 

十
二
月
十
八
日
（
日
） 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

 
 
 
 

高
校
生
個
人
面
談
の
お
知
ら
せ 

 
 
 §
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
 

 

以
下
の
日
程
で
、
高
校
生
の
個
人
面
談
を
実
施
し
ま
す
。
面
談

は
各
担
当
チ
ー
フ
の
常
勤
講
師
が
行
い
ま
す
。
日
時
に
関
し
て

は
、
各
担
当
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
三
年
生
は
、
夏
の
勉
強
の

総
括
を
行
い
、
志
望
校
の
最
終
決
定
へ
向
け
て
の
面
談
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
左
記
の
期
間
以
外
で
も
、
必
要
に
応
じ
て
面
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
面
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
直
接
担
当
チ
ー
フ

ま
で
連
絡
し
て
下
さ
い
。 

期
間 

高
校
三
年
生
…
…
…
九
月
中 

 
 
 

高
校
一
・
二
年
生
…
十
一
月
中 

※
高
校
生
の
保
護
者
の
方
へ 

 

高
校
生
は
、
原
則
、
生
徒
個
人
と
の
面
談
で
す
が
、
保
護
者
の

方
に
同
席
し
て
戴
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
護
者
面
談
を

別
途
ご
希
望
の
場
合
は
、
直
接
担
当
ま
で
お
電
話
戴
け
れ
ば
、
ご

相
談
の
上
、
日
時
を
決
定
致
し
ま
す
。 
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～23年度私立高校入試について～ 

熊倉幹男 

 
前回の塾報で 23 年度の都立高校の入試について説明いたしました。今回は私立高校について説明いたし
ます。都立高校に比べて選抜基準は単純です。一般入試については原則内申は関係なく、入試当日の 3 教科
の得点で決まります。推薦入試は基準に達していれば合格できる高校が多数あります。 
私立高校の入試を考えたとき難しいのは受験校の決定、それと受験方法です。特色ある高校が数多くあり

ますから、どこを受けるか、推薦で行くのか、併願優遇をもらって受けるか、一般で受けるか。考えなけれ

ばならないことが多数ありますが、迷いなく正しい判断ができるよう、ぜひ我々と相談しながら進めていき

ましょう。 

(1) 一般入試 

東京都の私立高校の一般入試は 2 月 10 日から実施されますが、70%以上の高校が 2 月 10 日に集中し、2
月 13 日までにほぼ終了します。都立第一志望の受験生はこの期間に併願優遇を受けた私立高校を 1 校か 2
校受験し、2 月 23 日の都立入試に備えます。私立高校第一志望の受験生はこの 4 日間で併願優遇を受けた
高校を含め 2 校から 3 校を受験することになります。(併願優遇とは、12 月中に私立高校と受験相談を行い、
内申点等の基準に達していることを確認出来れば、ほぼ合格を確約してくれるという制度です。) 
最近の傾向として入試を 2 回実施する高校が増えています。上位校では巣鴨、城北、明治学院、國學院、
日大鶴ヶ丘特進など、中堅校としては東洋、淑徳巣鴨、広尾学園、保善、東京成徳大などがありますが、受

験生を幅広く集めようとして行っていると思われます。今年度から実施した城北は 2 回目の入試の配点を英
数国それぞれ 140 点、80 点、80 点とし、特に英語の力がある生徒を集めようとしています。また、複数回
受験できるということを利用して、１度目で合格を決めその後のチャレンジで普通科から特進へランクアッ

プしたり、または特待生審査に合格するということもできます。例えば広尾学園は、1 月 22 日の推薦入試
で合格を決めたあとも、3 回の一般入試を受験することができます。受験料は 1 回分で何回も受験できると
いうことですから、特待生の資格を狙うことができる絶好の機会になります。 
特待生審査を兼ねる選抜が多くなっているのも最近の傾向です。都立の併願校と言われる私立進学校はほ

とんど特待生制度を持っています。東京成徳、保善、京華、桜丘等、館山塾の塾生がよく受験する併願校も

そうです。内申の基準、模擬試験の結果、当日の試験結果等基準はさまざまですが、募集要項に記載されて

いますので、受験校決定の際に考慮しても良いと思います。 
共学化の流れもここ数年の傾向ですが、今年度共学化したのは貞静学園です。高校から保育科や看護科が

ある特色のある高校ですが、共学にすることで学校全体に活気が出たように思います。インパクトのあった

のは 3 年前の明大明治です。共学化とともに校地移転、新校舎ですから受験生が集まらない訳はないですね。
同じ年に共学化した広尾学園(もとの順心女子)は医進科を新設したり科学教育に力を入れるという改革のも
とに、以前では考えられないようなレベルの受験生を多数集めました。こういう新しい取り組みに挑む高校

が多数出ることを期待したいですね。3 年後になりますが、武蔵小杉にある法政二高と生麦にある法政女子
が合併し共学になるようです。中央、明治レベルの大学付属校として人気が出そうです。 
今年度から募集を停止した海城、富士見の関係で受験生が同レベルの高校に移行することが考えられまし

たが、受験倍率については桐朋が増加した以外は特に変化は見られませんでした。城北の 2 回目の 2 月 12
日に 240 名の受験生が集まったため、青山学院男子、国学院久我山男子が大きく減少しました。来年度は、
従来 2月 12日に実施している青山学院が、当日が日曜日にあたるため 2月 11日の実施になります。そのた
め 2月 11日実施の立教池袋、中央大学は倍率が下がり、2月 12日実施の明大明治、明大中野は倍率が上が
ると考えられます。来年度の 2月 11日、12日の男子の上位校の受験に関しては、十分注意が必要です。 

(2) 推薦入試 

推薦入試は 1月 22日から始まりますが、併願優遇と同様に 12月中に受験相談をします。選抜は中学校長
の推薦書、調査書、作文、面接、実技、適性検査等で行います。適性検査は基礎学力を見るもので、30～50
分の短い制限時間になっています。ただし、総合的な問題が出題されますので、当然知っておくべき理科、

社会の内容も出ますから、3教科にしぼった勉強をしている人は注意が必要です。 
私立の推薦入試は、「落ちない推薦入試」と「選抜される推薦入試」(落とされる推薦入試と言った方が
わかりやすいでしょうか)とがあります。「落ちない推薦入試」の推薦基準は、それを満たしていれば合格
できるということです。「選抜される推薦入試」の推薦基準は応募するための資格です。願書は出せますが、
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調査書、面接、小論文等で選抜されます。ようするに、大学の付属校のように人気のある高校の推薦入試は

簡単には入れないということです。 
以下は、有名私立高の 23年度の推薦入試状況です。 
 

 基準 定員 受験者 合格者 倍率 選抜方法 

慶 應 女 子 9科42 10 43 10 4.3 適正検査・面接 

慶 應 義 塾 9科38 40 107 41 2.6 面接 

早 大 学 院 9科40 160 381 162 2.4 面接 

豊島岡女子 9科38 45 101 47 2.1 適正検査・面接 

青 山 学 院 9科男38、女41 65 157 68 2.3 適正検査・面接 

中 大 附 属 基準なし 150 470 175 2.7 適正検査・小論文 

中 大 杉 並 9科38 120 215 133 1.6 適正検査・面接 

明 大 明 治 9科38、5科22 40 161 31 5.2 適正検査・面接 

立 教 新 座 9科36 20 21 17 1.2 面接 

 
早大学院は適性検査を実施しませんが、A3 判 2 枚の活動記録書を提出し、複数日に分けて詳細な面接を
行います。中大附属は内申基準はありませんが、適正検査の点数と内申にある係数をかけて合算した結果と

小論文で選抜します。ですから応募する上で内申の基準はないけれど、合否には多いに関係するということ

です。どこの高校も調査書を重視しており、遅刻・欠席が少なく、部活動・生徒会活動に積極的に取り組ん

だ者、高校・大学進学して核となる生徒を望んでいます。「選抜される推薦入試」はやっぱり楽には合格で

きませんね。 
 
高校のことをいろいろ調べることは大変に良い勉強になると思います。説明会で話を聞いて、自分のやり

たいことに気付いたり、将来のヒントをもらうこともあります。高校の内容を知るだけではなく、モチベー

ションを上げることもできます。機会があれば積極的に参加しましょう。 
 

 ▲▽ 読書感想文『教科書の中の宗教―この奇妙な実態』藤原聖子 岩波新書 ▽▲ 

胡子俊英 

この本は、教科書の中の宗教に関わる記述の分析を通じて、日本の教科書が抱える様々な問題を提示して

います。筆者自身が高校の倫理の教科書の執筆を担当し、多くの関係者の生の声を聞いた経験から繰り出す

様々な指摘には、喝采を送りたくなるものがたくさんあります。その中で私が採り上げたいのは、「日本の

教科書が生徒に考えさせることよりも正解を与えるスタイルをとっている」という教育の根幹に関わる重大

な指摘です。 
先日、塾で数学を受講していない高三の生徒に、ある数学の公式がどうしても覚えられないと相談を受け

ました。専門外ながら受験生時代にはＳ台模試で数学偏差値 79 まで出した体験から、「自分で公式を証明
しておけば自然と身につくものだよ」とアドバイスしました。その生徒は学校では証明を教わらず、公式だ

から覚えろと言われただけでした。たとえ答が一つに決まる数学でも、公式丸覚えではなく理解して頭に入

れていくのが当然正攻法です。能率重視の学習だけでも乗り越えられるレベルはありますが、日本の教育全

体が、教科書という形で「一つの正解」を提示して、それを覚えることを「勉強」だと思い込ませ、その能

力の高い生徒がエリートになれる現実は、決して好ましい状態とは言えません。原発問題がなかなか終息し

ないのも、想定外の事態に対する適応能力に欠けた政治家や科学者が増え過ぎたからとは言えないでしょう

か。 
自我意識が確立した時に、「自分とは何か」と問うのは人類普遍の経過です。しかし大抵は自己意識の根

拠を追究しても答は得られないし、哲学を齧
かじ

っても「我思う故に我在り」といった言葉で煙に巻かれて普通

は考えることを諦めます。宗教も考える手掛かりですが、今の日本の社会での位置付けは微妙過ぎて頼りに

ならず、結局自分の頭で考えていくしかない現代人には、エゴイズムとニヒリズムがつきまといます。 
宗教に無縁に見える生活を送る大多数の日本人でも、自分の無意識の裡に浸透している様々な価値観を意

識化しておくことは、生きていく上で不可欠のことです。ましてや、規範を覚え込むことで世俗的成功があ

る程度実現できる日本の社会で、自分の価値観がどのようにして構築されたかを把握しておくことは、一つ

の重大な生存の意味と思わずにはいられません。 〔→ 5ページへ〕 
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学習指導要領も、それに基づいて作られた倫理の教科書も、宗教を題材として、頻りに我々の死生観や世

界観に影響を与えようとしているのが、本書からよくわかりますが、世俗の価値観に追随した無難な価値規

範の刷り込みにしかなっていないがために、かつての私のように、実存の問いに悩める高校生の心に響く内

容になっていないのは、甚だ残念なことです。 
そして更に、我々が教科書によって一つの正解を与えられることにあまりに慣れ過ぎているため、自分の

頭で考えて問い続けるということが苦手になってきているという恐るべき事態にも気付かされます。例えば、

哲学少年だった私でも、こんな不透明な時代にあっては、何を拠り所にすればいいのか、誰か教えてくれ

～！と叫びたくなるというのも、実は、一つの正解を与えられることに慣れてしまった、日本の教育の弊害

そのものかも知れません。 
このように、本書が、改めて自分の生き方を問い直す契機となり、問い続けることの尊さを思い出させて

くれたことに大変感謝しています。 
筆者には、別に『世界の教科書でよむ〈宗教〉』（ちくまプリマー新書）という著書もあり、こちらの方

は、世界の教科書から、正解を提示するだけではない、考えさせる教材が幾つも挙げられています。筆者が

（前回同様）館山塾講師陣と深く関わる人物であるという身内の事情を抜きにしても、是非お薦めしたい本

です。 
 

 

 

 

≪ 八月中の高校見学案内一覧 ≫ 
 
区 都立高校 詳 細 情 報 交   通 電  話 

千代田 日比谷 8/12(金)13：00～/15：00～、8/18(木)14：00～ 地下鉄永田町・赤坂見附・溜池山王各 5 分 3581-0808 

新宿 戸山 8/12(金)・8/13(土)各 10：00～/14：00～ ＪＲ･西武新宿･地下鉄東西線高田馬場 13 分 3202-4301 

新宿 新宿 毎週木曜日 10：00～/14：00～  ＪＲ新宿南口より 5 分 新南口より 3 分 3354-7411 

渋谷 青山 
8/12(金)10：00～/14：00～、8/19(金)・8/22(月)各 10：

00～、体験授業 8/17(水)10：00～ 
地下鉄銀座線外苑前 4 分 3404-7801 

目黒 駒場 8/23(火)10：00～ 京王井の頭線駒場東大前 7 分 3466-2481 

目黒 国際 8/20(土)10：00～ 京王井の頭線駒場東大前 5 分 3468-6811 

豊島 文京 8/26 までの月～金 14：00～(8/19 を除く) ＪＲ線大塚 7 分 3910-8231 

板橋 北園 8/18(木)・8/19(金)各 10：00～ 部活体験(要予約)あり ＪＲ線板橋 8 分 3962-7885 

台東 上野 8/29(月)までの平日(8/15 を除く)、11：00～/15：00～ 地下鉄千代田線根津 8 分 3821-3706 

区 私立高校 詳 細 情 報 交  通 電  話 

千代田 東洋[共] 学校見学会：8/27(土)10：00～ ＪＲ線水道橋駅前 3291-3824 

港 正則[共] 学校見学会：8/27(土)14：00～ 要予約 地下鉄日比谷線神谷町 5 分 3431-0913 

新宿 保善[男] 学校説明会：8/27(土)10：00～ 
ＪＲ山手線・西武新宿線・地下鉄東西線 高田

馬場徒歩 8 分 
3209-8756 

渋谷 富士見丘[女] 学校見学は日曜日を除く随時受付 要予約 京王線笹塚 6 分 3376-1481 

渋谷 青山学院[共] 
8 月は実施せず。 

学校説明会：10/15(土)13：30～ 

地下鉄千代田線・銀座線・半蔵門線 表参道７

分 
3409-3880 

世田谷 駒澤大学[共] 
8/13(土)・8/20(土)・8/27(土)の 10：00～/14：

00～ 予約不要 
東急田園都市線桜新町・用賀 15 分 3700-6131 

杉並 中央大学杉並[共] 学校説明会：8/27(土)10：00～ ＪＲ中央線荻窪よりバス 10 分 3390-3175 

杉並 杉並学院[共] 学校説明会：8/27(土)13：30～ ＪＲ中央線高円寺 10 分 3316-3311 

文京 文京学院大女子[女] 学校説明会：8/29(月)10：00～/13：30～ ＪＲ山手線・地下鉄南北線駒込２分 3946-5301 

豊島 豊島岡女子[女] 
学校見学は随時(第 2 土・日曜日・祝日を除

く)9：00～16：00 要事前連絡 
ＪＲ線・地下鉄線・西武・東武線池袋 7 分 3983-8261 

板橋 帝京[共] 体験入学：8/27(土)・8/28（日）9：00～ ＪＲ埼京線「十条駅」徒歩 12 分 3963-4711 
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≪ 大学入試模擬試験情報 ≫ 

 
秋以降は、月一回程度のペースで、必ず模擬試験を受験していきましょう。以下の表を参照して、各自の志望に合わせた

模擬試験を選択して下さい。不明な点は、各担当に相談しましょう。 

※模擬試験受験前には 
学校の定期試験のように、模擬試験毎に分野を絞って試験範囲を自分で決め、集中的に勉強していきましょう。特に理

科・社会の知識事項は、９月以降の３回の模試に合わせて、範囲を三分割し、それぞれの模試の時期に合わせて知識を完成

させるように勉強を進めていくといいでしょう。 

※模擬試験受験後には 
成績表に一喜一憂している暇はありません。科目間のバランスを偏差値で確認して、その後の勉強のバランスを考えまし

ょう。また問題のやり直しをしっか

りやることです。できなかった問題

を確実にしていくことが、学力向上

の最短経路です。 

 

〔駿台〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔代々木ゼミナール〕 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔河合塾〕 
【表中の日程はおよその時期を示

しています。河合塾から順次公表

される模試日程を確認してくださ

い。】 

 

実施日 名   称 形式 

9/11(日) 駿 台  第 2回全国判定模試 記述 

9/18(日) 駿 台  第１回ﾍﾞﾈｯｾ共催ﾏｰｸ模試 マーク 

10/2(日) 駿 台  第２回全国模試 記述 

10/16(日) 駿 台  第２回ﾍﾞﾈｯｾ共催記述模試 記述 

10/23(日) 駿 台  一橋大入試実戦模試  

10/23(日) 駿 台  東工大入試実戦模試  

11/6(日) 駿 台  第３回ﾍﾞﾈｯｾ共催ﾏｰｸ模試 マーク 

11/12(土)・13(日) 駿 台  第２回東大入試実戦模試  

12/18(日) 駿 台  大学入試ｾﾝﾀｰ試験ﾌﾟﾚﾃｽﾄ マーク 

実施日 名   称 形式 

8/28(日) 代ゼミ 第３回 国公立２次・私大全国総合模試 記述 

9/25(日) 代ゼミ 第３回全国ｾﾝﾀｰ模試 マーク 

11/3(祝) 代ゼミ 第３回 国公立２次・私大全国総合模試 記述 

11/6(日) 代ゼミ 一橋大入試プレ  

11/13(日) 代ゼミ 第２回早大入試プレ  

11/23(祝) 代ゼミ ｾﾝﾀｰ試験プレテスト マーク 

11/26(土)・27(日) 代ゼミ 第２回東大入試プレ  

12/11(日) 代ゼミ 第２回国公立記述模試 記述 

12/31(土) 代ゼミ 第２回慶大入試プレ  

実施日 名   称 形式 

９月初旬 河合塾 第２回全統記述模試 記述･論述 

９月下旬 河合塾 第２回全統論文模試 論述 

10月中旬 河合塾 第３回全統記述模試 記述･論述 

11月初旬 河合塾 第３回全統ﾏｰｸ模試 マーク 

10月下旬 河合塾 国立大入試ｵｰﾌﾟﾝ  

11月下旬 河合塾 早大・慶大ｵｰﾌﾟﾝ  

11/月下旬 河合塾 全統ｾﾝﾀｰ試験ﾌﾟﾚﾃｽﾄ マーク 

６ 

５ 
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≪ センター試験利用の私立大学 ≫ 

センター試験で受験できる私立大学は、一見お手軽ですが、ほとんど例外なく、一般入試よりも厳しい入試に

なります。 

下表で、右端がセンター試験での合格ラインです。早稲田が意外に低く見えるのは、教科数が多いことと小論

文等の個別試験と合わせての合否を決定するからで、以下の通り、センター試験のみで決定する大学は、軒並み

八割得点を必要とします。センター試験八割というと、かなりの安定した学力が必要です。特に現役生は、理

科・社会がなかなか八割に届かない場合が多いようです。夏休みの残りの時期、理科・社会の勉強にはもう一頑

張り加えましょう。 

 

 

大学名 学部名 学科名 一般入試ランク 

ｾﾝﾀｰ試験得点率 

（ ）は教科数。 

他は３教科 

法  67 91％（５） 

商  66 91％（５） 早稲田 

人間科学 人間環境科学 64 89％（５） 

慶應 法 法律 71 91％（４） 

現代心理 心理 60 84％ 

社会 社会 62 86％（４） 立教 

経済 経済 63 84％ 

青山学院 経営  59 84％ 

日本女子 家政 食物 62 88％ 

工 建築 61 82％（４） 
東京理科 

理 物理 61 82％（４） 

法  64 87％ 
明治 

理工 建築 58 80％ 

法 法律 62 84％ 

社会 ﾒﾃﾞｨｱ社会 59 81％ 
法政 

現代福祉  59 79％ 

津田塾 学芸 英文 62 78％ 

法 法律 55 76％ 

文 教育 55 77％ 東洋 

経営 経営 55 74％ 

東京女子 人間科 心理 59 79％ 

心理  57 80％ 

法 法律 59 77％ 明治学院 

文 英文 57 76％ 

武蔵 社会 社会 60 79％ 

成城 経済 経営 58 82％ 

専修 人間科学 心理 55 80％ 
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